水産普及だより　　第 ２０－４ 号　　2009.1.17
三重県青年・女性漁業者交流大会（その１）
県内の漁業者が、様々な分野で取り組んでいる活動を発表したり、講演を聴くなどする三重県青年・女性漁業者交流大会が、去る平成２１年１月１７日に、松阪市の三重漁連のり流通センター３階研修室で行われ、多くの漁業者、漁協女性部及び水産関係者に参加していただきました　
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最初に県農水商工部の津田総括室長から挨拶がありました。
その後、３名の漁業者がそれぞれに取り組む活動内容について、実績発表がありました。
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最初に、楠町漁協漁場研究会の田中さんにより、「楠の海を守り伝える漁村であり続けるために～新たな漁業への転換奮闘記～」と題して、下水道処理施設整備に伴うノリ漁業権放棄に対応すべく、他漁業へ転換を図る取り組みが発表されました。
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続いて、鳥羽磯部漁協答志支所　青壮年部の浜口さんにより、「若者（わかいし）が育む海の森づくり～青壮年部によるアラメ場再生への挑戦～」と題して、様々な漁業種類を営む若手漁業者が、鳥羽市水産研究所とも連携、水中作業をこなしながら、試行錯誤を繰り返し、アラメ藻場回復のための道筋を探る取り組みが発表されました。
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最後に、長島町漁協の西さんにより、「東紀州の寒ヒジキを全国の食卓へ～水揚げから販売までの私の取組～」と題して、複合型沿岸漁業を家族で行いながら、新たな商品を開発し、都市部への販売やネット販売をする取り組みが発表されました。
以上の３題のうち、鳥羽磯部漁協答志支所青壮年部の浜口さんの発表が知事賞に選ばれ、三重県代表として東京で開かれる全国青年・女性漁業者交流大会に出場することになりました。おめでとうございます。
受賞者発表の際、審査委員長である、県水産研究所の中島所長から、知事賞受賞の理由として、漁業種類の垣根を跳び越え、漁業者が協働しながら取り組んでいる点、鳥羽市水産研究所など他機関とも連携しながら取り組んでいる点が良かった、と講評がありました。
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この他、(株)プロ・スパー代表の鈴木裕己氏による講演も行われましたが、それについては、次号で紹介したいと思います。
参加された皆様、お疲れ様でした。
知事賞を受ける浜口さん　
